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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上筐体と、
　下筐体と、
　オープン方向、及びこのオープン方向に相反する方向であるクローズ方向にスライド自
在となるように、上記上筐体及び上記下筐体を連結するスライド機構と、
　上記オープン方向にスライドする力を、上記スライド機構を介して上記上筐体及び上記
下筐体に与えるスライド力付与機構と、
　ユーザによりロック操作及びロック解除操作がなされ、ロック操作時には、上記上筐体
及び下筐体をクローズ状態に維持するように上記スライド機構を制御し、ロック解除操作
時には、上記スライド力付与機構による上記オープン方向にスライドする力によって、上
記上筐体及び下筐体が該オープン方向にスライドされてオープン状態となるように上記ス
ライド機構を制御するスライドロック制御機構と、
　上記下筐体に設けられたキー操作部と、
　上記スライド機構のスライド方向に連動して動作し、上記オープン時に、上記下筐体内
に収納されている上記キー操作部を該下筐体内から上昇させる上下機構と
　を有する携帯端末装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の携帯端末装置であって、
　少なくとも上記上筐体及び上記下筐体が上記オープン方向にスライドする際のスライド
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速度を減速する減速手段を有すること
　を特徴とする携帯端末装置。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載の携帯端末装置であって、
　上記オープン時に、上記キー操作部の全面が露出する位置で、上記上筐体及び下筐体の
スライド移動を停止するように上記スライド機構を制御するスライド位置制御機構を有す
ること
　を特徴とする携帯端末装置。
【請求項４】
　上筐体と、
　下筐体と、
　上記下筐体に設けられたキー操作部と、
　クローズ時に上記上筐体で被覆されているキー操作部を露出させる方向であるオープン
方向、及びオープン時に露出している上記キー操作部を上記上筐体で被覆する方向である
クローズ方向にスライド自在となるように、上記上筐体及び下筐体を連結するスライド機
構と、
　上記スライド機構のスライド方向に連動して動作し、上記オープン時には、上記下筐体
内に収納されている上記キー操作部を該下筐体内から上昇させ、上記クローズ時には、上
記上昇している上記キー操作部を該下筐体内に収納する上下機構と
　を有する携帯端末装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の携帯端末装置であって、
　少なくとも上記オープン方向にスライドする力を、上記スライド機構を介して上記上筐
体及び上記下筐体に与えるスライド力付与機構を有すること
　を特徴とする携帯端末装置。
【請求項６】
　請求項４又は請求項５に記載の携帯端末装置であって、
　上記上下機構は、上記オープン時において、上記キー操作部の高さ位置と、上記上筐体
の高さ位置とが、略々同じ高さ位置となるように、該キー操作部を上昇させること
　を特徴とする携帯端末装置。
【請求項７】
　請求項５又は請求項６に記載の携帯端末装置であって、
　上記オープン時には、上記キー操作部の全面が露出する位置で、上記上筐体及び下筐体
のスライド移動を停止するように上記スライド機構を制御するスライド位置制御機構を有
すること
　を特徴とする携帯端末装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯電話機、ＰＨＳ電話機（Personal Handyphone System）、ＰＤＡ装置（
Personal Digital Assistant）、電子辞書装置、携帯型のナビゲーション装置等に適用し
て好適な携帯端末装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特開平１１－１１２６２７号公報（特許文献１）に折り畳み式携帯無線通信装置が提案
されている。この折り畳み式携帯無線通信装置は、キー操作部が下部筐体の表面から突出
しないように設けられていると、該キー操作部の操作性が悪いため、当該折り畳み式携帯
無線通信装置を開いた状態とした際に、キー操作部の各キーを下筐体の表面部から突出さ
せる機構を設け、キー操作部の各キーの操作性を向上させている。
【０００３】
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【特許文献１】特開平１１－１１２６２７号公報（第３頁～第５頁：図３）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、折り畳み式の携帯電話機の場合、当該携帯電話機を閉じた状態では、上筐体と
下筐体が相対向し、下筐体側に設けられたキー操作部全体が上筐体で覆われた状態となる
。このため、キー操作時には、ヒンジ部を回転軸として上筐体或いは下筐体を略１８０度
程度回転操作して、当該携帯端末装置を開いた状態としてキー操作部を露出させる面倒な
操作（＝上記回転操作）を必要とする問題があった。
【０００５】
　本発明は、上述の課題に鑑みてなされたものであり、簡単な操作でキー操作部を露出す
ることが可能な携帯端末装置の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、上述の課題を解決するための手段として、
　上筐体と、
　下筐体と、
　オープン方向、及びこのオープン方向に相反する方向であるクローズ方向にスライド自
在となるように、上記上筐体及び上記下筐体を連結するスライド機構と、
　上記オープン方向にスライドする力を、上記スライド機構を介して上記上筐体及び上記
下筐体に与えるスライド力付与機構と、
　ユーザによりロック操作及びロック解除操作がなされ、ロック操作時には、上記上筐体
及び下筐体をクローズ状態に維持するように上記スライド機構を制御し、ロック解除操作
時には、上記スライド力付与機構による上記オープン方向にスライドする力によって、上
記上筐体及び下筐体が該オープン方向にスライドされてオープン状態となるように上記ス
ライド機構を制御するスライドロック制御機構と、
　上記下筐体に設けられたキー操作部と、
　上記スライド機構のスライド方向に連動して動作し、上記オープン時に、上記下筐体内
に収納されている上記キー操作部を該下筐体内から上昇させる上下機構と
　を有する。
【０００７】
　このような本発明は、ユーザによりロック解除操作がなされると、スライドロック制御
機構が、スライド力付与機構による上記オープン方向にスライドする力によって、上筐体
及び下筐体が該オープン方向にスライドされてオープン状態となるようにスライド機構を
制御する。この際、上下機構は、このようなスライド機構のスライド方向に連動して動作
し、当該オープン時に、下筐体内に収納されているキー操作部を該下筐体内から上昇させ
る。これにより、オープン時にはキー操作部を下筐体内から自動的に上昇させることがで
きる。
【０００８】
　また、本発明は、上述の課題を解決するための手段として、
　上筐体と、
　下筐体と、
　上記下筐体に設けられたキー操作部と、
　クローズ時に上記上筐体で被覆されているキー操作部を露出させる方向であるオープン
方向、及びオープン時に露出している上記キー操作部を上記上筐体で被覆する方向である
クローズ方向にスライド自在となるように、上記上筐体及び下筐体を連結するスライド機
構と、
　上記スライド機構のスライド方向に連動して動作し、上記オープン時には、上記下筐体
内に収納されている上記キー操作部を該下筐体内から上昇させ、上記クローズ時には、上
記上昇している上記キー操作部を該下筐体内に収納する上下機構と
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　を有する。
【０００９】
　このような本発明は、上下機構が、上記オープン時には、上記下筐体内に収納されてい
る上記キー操作部を該下筐体内から上昇させ、上記クローズ時には、上記上昇している上
記キー操作部を該下筐体内に収納する。これにより、オープン時にはキー操作部を下筐体
内から自動的に上昇させ、また、クローズ時にはキー操作部を下筐体内に自動的に収納す
ることができる。
【発明の効果】
【００１１】
　また、本発明は、上下機構が、オープン時には、下筐体内に収納されているキー操作部
を該下筐体内から上昇させ、クローズ時には、上昇しているキー操作部を該下筐体内に収
納する。これにより、オープン時にはキー操作部を下筐体内から自動的に上昇させ、また
、クローズ時にはキー操作部を下筐体内に自動的に収納することができる。
【００１２】
　また、本発明は、上記上下機構は、上記オープン時において、上記キー操作部の高さ位
置と、上記上筐体の高さ位置とが、略々同じ高さ位置となるように、該キー操作部を上昇
させる。これにより、上記オープン時における、キー操作部と上筐体との間の段差を無く
すことができ、キー操作部の操作性の向上を図ることができる。
【００１３】
　また、本発明は、操作ボタンのロック操作時には、スライド力付与機構によるオープン
方向にスライドする力が与えられた状態で、上筐体及び下筐体のスライド位置を固定して
、該上筐体及び該下筐体をクローズ状態に維持するように上記スライド機構を制御し、ま
た、操作ボタンのロック解除操作時には、上記スライド力付与機構による上記オープン方
向にスライドする力により、上記上筐体及び上記下筐体が該オープン方向にスライドされ
、該上筐体及び該下筐体がオープン状態となるように上記スライド機構を制御する。
【００１４】
　これにより、オープン時において、上記操作ボタンをロック解除操作するだけで、上下
の筐体を自動的にオープン方向にスライドさせることができ、自動的にオープン状態とな
る新規な携帯端末装置を提供することができる。
【００１５】
　また、スライド機構のスライド方向に連動して動作する上下機構により、オープン時に
は、下筐体内に収納されているキー操作部を該下筐体内から上昇させ、クローズ時には、
上記上昇している上記キー操作部を該下筐体内に収納することができる。これにより、オ
ープン時にはキー操作部を下筐体内から自動的に上昇させ、また、クローズ時にはキー操
作部を下筐体内に自動的に収納することができる。
【００１６】
　また、本発明は、少なくとも上記上筐体及び上記下筐体が上記オープン方向にスライド
する際のスライド速度を、減速手段で減速することにより、上筐体を上記オープン方向に
ゆっくりとスライドさせることができる。このため、オープン時における上筐体のスライ
ド動作を見た目に余裕のある動作とすることができ、当該携帯電話機を高級感のあるもの
とすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　本発明は、例えばＰＤＣ方式（PDC：Personal Digital Cellular）、ＣＤＭＡ方式（CD
MA：Wideband-Code Division Multiple Access）、Ｗ－ＣＤＭＡ方式（W-CDMA：Wideband
-Code Division Multiple Access）、或いはＧＳＭ方式（GSM：Global System for Mobil
e Communications）等の携帯電話機に適用することができる。
【００１８】
［第１の実施の形態］
　まず、図１（ａ），（ｂ）に、この本発明の第１の実施の形態となる携帯電話機の外観
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を示す。このうち、図１（ａ）は当該携帯電話機を閉じている状態（クローズ状態）を示
し、図１（ｂ）は当該携帯電話機が開いている状態（オープン状態）を示している。この
携帯電話機は、オープン時には、図１（ａ）に示すように、上筐体１を下筐体２の長手方
向に沿って反キー操作部３側にスライド操作することで、下筐体２側に設けられているキ
ー操作部３を露出させ、クローズ時には、図１（ｂ）に示すように、上筐体１を下筐体２
の長手方向に沿ってキー操作部３側にスライド操作することで、下筐体２側に設けられて
いるキー操作部３を収納する、言わばスライド操作型の携帯電話機となっている。
【００１９】
　具体的には、この携帯電話機には、後述する「ワンプッシュオープン／クローズ機構」
が設けられており、このワンプッシュオープン／クローズ機構により、オープン時におい
て、上筐体１を下筐体２の長手方向に沿って反キー操作部３側にスライド操作する際に、
上筐体１に対して該スライド方向の力を少し加えるだけで、当該携帯電話機が自動的にオ
ープン状態となり、また、クローズ時において、上筐体１を下筐体２の長手方向に沿って
キー操作部３側にスライド操作する際に、上筐体１に対して該スライド方向の力を少し加
えるだけで、当該携帯電話機が自動的にクローズ状態となるようになっている。
【００２０】
　また、キー操作部３は、後述する「上下機構」により、クローズ時には、下降制御され
て下筐体２内に収納され、オープン時には、上筐体１との間に段差を形成しない位置まで
（＝上筐体１と略々同じ高さまで）、下筐体２内から突出制御されるようになっている。
【００２１】
　なお、キー操作部３上には、いわゆるテンキー，オンフックキー，オフフックキー，♯
キー，＊キー等の操作キーが設けられているのであるが、この図１（ａ），（ｂ）におい
ては、図面が煩雑となるため、その図示を省略している。また、この携帯電話機の場合、
オープン時及びクローズ時に関わらず、常時露出している液晶表示部４（ＬＣＤ）及び副
操作部としての回転操作部５が上筐体１側に設けられている。
【００２２】
〔ワンプッシュオープン／クローズ機構〕
　図２に、前述のワンプッシュオープン／クローズを可能とするワンプッシュオープン／
クローズ機構１０の分解斜視図を示す。この図２からわかるようにワンプッシュオープン
／クローズ機構１０は、上筐体１よりも若干小さめで、該上筐体１内に固定されて収納さ
れる上筐体プレート１１と、下筐体２の長手方向に沿って、図２中点線で示す上記キー操
作部３の「上下機構」と共に該下筐体２内に固定されて収納されるレール機構１２とを有
している。
【００２３】
　また、このワンプッシュオープン／クローズ機構１０は、下筐体２内に固定されて収納
され、レール機構１２の各レール溝１５にそれぞれスライド自在に係合する係合部材１６
、及び該レール機構１２の各レール溝１５を介して上筐体プレート１１に螺旋止めされる
ことで、上筐体１及び下筐体２を上記長手方向に沿ってスライド可能に接続するスライド
ピン機構１３と、オープン時には、下筐体２に対して上筐体１を上記反キー操作部３側に
スライド移動させる力を発生し、また、クローズ時には、下筐体２に対して上筐体１を上
記キー操作部３側にスライド移動させる力を発生するバネ部材１４とを有している。
【００２４】
　このようなワンプッシュオープン／クローズ機構を組み立てる場合、まず、スライドピ
ン機構１３から突出している各スライドピン１８に対して係合部材１６を挿入する。すな
わち、係合部材１６には、図３に示すように３つの孔部１６ａ～１６ｃが並設されており
、このうち、両端の各孔部１６ａ及び１６ｃが螺旋の貫通孔、中央の孔部１６ｂが上記ス
ライドピン１８の貫通孔となっている。このため、各スライドピン１８に対して係合部材
１６を挿入する場合は、この係合部材１６の中央の孔部１６ｂに対してスライドピン１８
を挿入する。
【００２５】
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　次に、このスライドピン１８を挿入した各係合部材１６に対して、レール機構１２の各
レール溝１５を係合させ、この状態で、レール機構１２に設けられている係止ピン１９に
、バネ部材１４の一端部１４ａを係止させると共に、スライドピン機構１３に設けられて
いる係止ピン２０に、バネ部材１４の他端部１４ｂを係止させる。これにより、図４に示
すようにオープン方向及びクローズ方向の動力の発生源となるバネ部材１４が、レール機
構１２及びスライドピン機構１３に跨って設けられることとなる。
【００２６】
　次に、このバネ部材１４を設けた状態で、上筐体１内に収納された上筐体プレート１１
と、下筐体２内に収納されたレール機構１２及びスライドピン機構１３を、螺旋２１によ
り螺旋止めする。
【００２７】
　具体的には、上筐体プレート１１には、上記スライドピン機構１３の各スライドピン１
８が当接する位置に、該各スライドピン１８の頭頂部１８ａが嵌込する嵌込孔２２がそれ
ぞれ設けられている。また、上筐体プレート１１には、この各嵌込孔２２を中央に位置さ
せるかたちで、該各嵌込孔２２の両脇に螺旋孔２３がそれぞれ設けられている。
【００２８】
　このため、上筐体プレート１１を螺旋止めする際には、各嵌込孔２２に、スライドピン
機構１３の各スライドピン１８を嵌込させ、この状態で、螺旋２１により、係合部材１６
を介して、上筐体プレート１１とスライドピン機構１３とを螺旋止めする。
【００２９】
　図２には図示していないのであるが、前述のように上筐体プレート１１は上筐体１内に
収納されている。また、レール機構１２及びスライドピン機構１３は下筐体２内に収納さ
れている。このため、上筐体１をオープン方向或いはクローズ方向にスライドさせると、
この上筐体１の移動に伴い、スライドピン機構１３が、レール機構１２の各レール溝１５
に沿ってスライド移動する。
【００３０】
　換言すれば、上筐体１及びスライドピン機構１３は、同期して同じスライド方向にスラ
イド移動するようになっている。そして、このスライド移動の範囲（可動範囲）は、各係
合部材１６が、レール機構１２の各レール溝１５の一端部１５ａに当接する位置から、他
端部１５ｂに当接するまでの範囲となっている。なお、後述するが、各係合部材１６が、
レール機構１２の各レール溝１５の一端部１５ａに当接する位置では、当該携帯電話機は
オープン状態となり、各係合部材１６が、レール機構１２の各レール溝１５の他端部１５
ｂに当接する位置では、当該携帯電話機はクローズ状態となる。
【００３１】
〔ワンプッシュオープン／クローズ動作〕
　次に、このようなワンプッシュオープン／クローズ機構に基づく、ワンプッシュオープ
ン／クローズ動作を、図５（ａ）～（ｃ）を用いて説明する。図５（ａ）は、当該携帯電
話機のクローズ時におけるレール機構１２及びスライドピン機構１３の位置関係を示し、
図５（ｂ）は、当該携帯電話機をクローズ状態とオープン状態の中間の状態とした場合に
おけるレール機構１２及びスライドピン機構１３の位置関係を示し、図５（ｃ）は、当該
携帯電話機のオープン時におけるレール機構１２及びスライドピン機構１３の位置関係を
示している。
【００３２】
　すなわち、当該携帯電話機をクローズ状態からオープン状態とする際には、レール機構
１２及びスライドピン機構１３の位置関係は、図５（ａ）→図５（ｂ）→図５（ｃ）の順
に遷移し、この逆に、当該携帯電話機をオープン状態からクローズ状態とする際には、レ
ール機構１２及びスライドピン機構１３の位置関係は、図５（ｃ）→図５（ｂ）→図５（
ａ）の順に遷移することとなる。
【００３３】
（オープン時の動作）
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　まず、当該携帯電話機がクローズ状態となっている場合、図５（ａ）の矢印Ａに示すバ
ネ部材１４の外方向に拡がろうとする力が、スライドピン機構１３に設けられた各係合部
材１６を、レール機構１２の各レール溝１５の他端部１５ｂに当接させる方向に働く。こ
のため、当該携帯電話機は、上記バネ部材１４の力により、図１（ａ）に示すように上筐
体１と下筐体２とが略々重なった状態を維持する。
【００３４】
　当該携帯電話機をオープン状態とする場合、ユーザは、このクローズ状態で、当該携帯
電話機の下筐体２を掌に載せるかたちで該携帯電話機を把持する。これにより、人間の手
の構造上、携帯電話機を把持している手の親指が、自然と上筐体１の上面部側に位置する
ようになる。ユーザは、この親指で上筐体１の上面部を抑え、この上筐体１の上面部を抑
えた状態で、親指を反キー操作部３方向に移動させる。
【００３５】
　ユーザにより加えられる反キー操作部３方向の力は、上筐体１内に固定して設けられて
いる上筐体プレート１１及び、この上筐体プレート１１に各係合部材１６を介して螺旋止
めされているスライドピン機構１３に伝達される。そして、このスライドピン機構１３を
介して、上記外方向に拡がろうとする力と反対の力である、バネ部材１４を縮めようとす
る力として該バネ部材１４に伝達される。
【００３６】
　ユーザにより加えられる反キー操作部３方向の力の大きさが、バネ部材１４の外方向に
拡がろうとする力よりも大きな力となると、バネ部材１４が縮められ、上筐体プレート１
１に各係合部材１６を介して螺旋止めされているスライドピン機構１３が、レール機構１
２の各レール溝１５に沿ってスライド移動を開始する。
【００３７】
　また、このスライド移動が開始されると、図５（ａ）中、点線の矢印で示すように、該
バネ部材１４の一端部１４ａ及び他端部１４ｂが係止されている係止ピン１９及び係止ピ
ン２０を軸として、バネ部材１４が回転を開始し、その位置（＝バネ部材１４の位置）を
遷移させる。図５（ｂ）は、スライドピン機構１３が、レール機構１２の各レール溝１５
の略々中間の位置までスライド移動された状態を示している。この図５（ｂ）及び図５（
ａ）を見比べると、バネ部材１４の位置が、スライドピン機構１３のスライド移動と共に
、徐々に遷移していることがわかるであろう。
【００３８】
　次に、上記図５（ｂ）に示した、スライドピン機構１３がレール機構１２の各レール溝
１５の略々中間の位置までスライド移動された状態では、バネ部材１４の位置の遷移によ
り、バネ部材１４の外方向に拡がろうとする力が、レール機構１２及びスライドピン機構
１３に伝達されない状態となっている。換言すれば、バネ部材１４の外方向に拡がろうと
する力と、レール機構１２及びスライドピン機構１３の摩擦力等の力とが、つり合ってい
る状態である。このため、スライドピン機構１３がレール機構１２の各レール溝１５の略
々中間の位置までスライド移動された状態では、ユーザが親指で上筐体１の上面部に加え
る力を抜いても、上筐体１は、上記略々中間の位置で静止した状態となる。
【００３９】
　次に、スライドピン機構１３がレール機構１２の各レール溝１５の略々中間の位置まで
スライド移動された状態から、ユーザが、上筐体１の上面部を抑えた状態で、親指をさら
に反キー操作部３方向に移動させると、スライドピン機構１３がレール機構１２の各レー
ル溝１５に沿って、該各レール溝１５の一端部１５ａ側にさらにスライド移動すると共に
、図５（ｂ）に点線の矢印で示すようにバネ部材１４の位置が、さらに遷移する。
【００４０】
　バネ部材１４の位置が、このように遷移すると、該バネ部材１４の上記外方向に拡がろ
うとする力が、レール機構１２及びスライドピン機構１３に再び作用するようになる。た
だ、図５（ａ）に示したクローズ状態では、このバネ部材１４の上記外方向に拡がろうと
する力が、係合部材１６を各レール溝１５の他端部１５ｂ側に当接させる方向に、レール
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機構１２及びスライドピン機構１３に対して作用していたのであるが、バネ部材１４の位
置が、図５（ｂ）に示す中間位置を越えると、該バネ部材１４の上記外方向に拡がろうと
する力が、係合部材１６を各レール溝１５の一端部１５ａ側に当接させる方向に、レール
機構１２及びスライドピン機構１３に対して作用するようになる。
【００４１】
　これにより、スライドピン機構１３がレール機構１２の各レール溝１５の略々中間の位
置までスライド移動された状態から、ユーザが、上筐体１の上面部を抑えた状態で、親指
をさらに反キー操作部３方向に移動させると、図５（ｃ）に矢印Ａで示すバネ部材１４の
上記外方向に拡がろうとする力により、スライドピン機構１３が各レール溝１５の一端部
１５ａ側の方向に自動的にスライド移動される。
【００４２】
　すなわち、このオープン時においては、ユーザにより、クローズ状態となっている上筐
体１の上面部を親指で押さえられ、この状態で上筐体１を反キー操作部３方向に移動させ
る力が加えられると、スライドピン機構１３がレール機構１２の各レール溝１５に沿って
スライド移動すると共に、バネ部材１４の位置が図５（ａ）及び図５（ｂ）に示すように
遷移する。
【００４３】
　そして、バネ部材１４の位置が、図５（ｂ）に示す中間位置となり、ユーザにより、さ
らに反キー操作部３方向に上筐体１を移動させる力が加えられると、バネ部材１４の上記
外方向に拡がろうとする力が、係合部材１６を各レール溝１５の一端部１５ａ側に当接さ
せる方向に、レール機構１２及びスライドピン機構１３に対して作用し、このバネ部材１
４の力により、スライドピン機構１３が自動的にレール機構１２をスライド移動して、係
合部材１６が各レール溝１５の一端部１５ａにそれぞれ当接して該スライドピン機構１３
のスライド移動が停止し、当該携帯電話機がオープン状態となる。
【００４４】
　これにより、ユーザは、クローズ状態となっている上筐体１の上面部を親指で押さえ、
この状態で上筐体１を反キー操作部３方向に移動させる力が加えて、該上筐体１を反キー
操作部３側に少し移動させるだけで、後は自動的に上筐体１が反キー操作部３方向にスラ
イドして当該携帯電話機がオープン状態となる、言わばワンプッシュオープン機能を実現
することができる。
【００４５】
（クローズ時の動作）
　次に、当該携帯電話機をクローズ状態とする場合、ユーザは、図１（ｂ）に示すように
オープン状態とされた当該携帯電話機の下筐体２を掌に載せるかたちで該携帯電話機を把
持する。これにより、人間の手の構造上、携帯電話機を把持している手の人差し指を伸ば
すと、この人差し指の先端部分を、上筐体１の下側から、該上筐体１の反キー操作部３側
の端部１ａに当接させることが可能となる。ユーザは、この状態で、人差し指を用いて上
筐体１を、図１（ｂ）に示すキー操作部３側にスライド操作する。
【００４６】
　ユーザにより加えられるキー操作部３方向の力は、上筐体１内に固定して設けられてい
る上筐体プレート１１及び、この上筐体プレート１１に各係合部材１６を介して螺旋止め
されているスライドピン機構１３に伝達される。そして、このスライドピン機構１３を介
して、上記外方向に拡がろうとする力と反対の力である、バネ部材１４を縮めようとする
力として該バネ部材１４に伝達される。
【００４７】
　ユーザにより加えられる反キー操作部３方向の力の大きさが、バネ部材１４の外方向に
拡がろうとする力よりも大きな力となると、バネ部材１４が縮められ、上筐体プレート１
１に各係合部材１６を介して螺旋止めされているスライドピン機構１３が、レール機構１
２の各レール溝１５に沿ってスライド移動を開始する。
【００４８】
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　また、このスライド移動が開始されると、図５（ｃ）中、点線の矢印で示すように、該
バネ部材１４の一端部１４ａ及び他端部１４ｂが係止されている係止ピン１９及び係止ピ
ン２０を軸として、バネ部材１４が回転を開始し、その位置（＝バネ部材１４の位置）を
遷移させる。図５（ｂ）は、スライドピン機構１３が、レール機構１２の各レール溝１５
の略々中間の位置までスライド移動された状態を示している。この図５（ｃ）及び図５（
ｂ）を見比べると、バネ部材１４の位置が、スライドピン機構１３のスライド移動と共に
、徐々に遷移していることがわかるであろう。
【００４９】
　次に、上記図５（ｂ）に示した、スライドピン機構１３がレール機構１２の各レール溝
１５の略々中間の位置までスライド移動された状態では、バネ部材１４の位置の遷移によ
り、バネ部材１４の外方向に拡がろうとする力が、レール機構１２及びスライドピン機構
１３に伝達されない状態となっている。換言すれば、バネ部材１４の外方向に拡がろうと
する力と、レール機構１２及びスライドピン機構１３の摩擦力等の力とが、つり合ってい
る状態である。このため、スライドピン機構１３がレール機構１２の各レール溝１５の略
々中間の位置までスライド移動された状態では、ユーザが親指で上筐体１の上面部に加え
る力を抜いても、上筐体１は、上記略々中間の位置で静止した状態となる。
【００５０】
　次に、スライドピン機構１３がレール機構１２の各レール溝１５の略々中間の位置まで
スライド移動された状態から、ユーザが、上筐体１の上面部を抑えた状態で、親指をさら
にキー操作部３方向に移動させると、スライドピン機構１３がレール機構１２の各レール
溝１５に沿って、該各レール溝１５の他端部１５ｂ側にさらにスライド移動すると共に、
図５（ｂ）に点線の矢印で示すようにバネ部材１４の位置が、さらに遷移する。
【００５１】
　バネ部材１４の位置が、このように遷移すると、該バネ部材１４の上記外方向に拡がろ
うとする力が、レール機構１２及びスライドピン機構１３に再び作用するようになる。た
だ、図５（ｃ）に示したクローズ状態では、このバネ部材１４の上記外方向に拡がろうと
する力が、係合部材１６を各レール溝１５の一端部１５ａ側に当接させる方向に、レール
機構１２及びスライドピン機構１３に対して作用していたのであるが、バネ部材１４の位
置が、図５（ｂ）に示す中間位置を越えると、該バネ部材１４の上記外方向に拡がろうと
する力が、係合部材１６を各レール溝１５の他端部１５ｂ側に当接させる方向に、レール
機構１２及びスライドピン機構１３に対して作用するようになる。
【００５２】
　これにより、スライドピン機構１３がレール機構１２の各レール溝１５の略々中間の位
置までスライド移動された状態から、ユーザが、上筐体１の端部１ａに対してさらにキー
操作部３方向の力を加えると、図５（ａ）に矢印Ａで示すバネ部材１４の上記外方向に拡
がろうとする力により、スライドピン機構１３が各レール溝１５の他端部１５ｂ側の方向
に自動的にスライド移動される。
【００５３】
　すなわち、このクローズ時においては、ユーザにより、オープン状態となっている上筐
体１の端部１ａに、人差し指を用いてキー操作部３方向の力を加えると、スライドピン機
構１３がレール機構１２の各レール溝１５に沿ってスライド移動すると共に、バネ部材１
４の位置が図５（ｃ）及び図５（ｂ）に示すように遷移する。
【００５４】
　そして、バネ部材１４の位置が、図５（ｂ）に示す中間位置となり、ユーザにより、さ
らにキー操作部３方向に上筐体１を移動させる力が加えられると、バネ部材１４の上記外
方向に拡がろうとする力が、係合部材１６を各レール溝１５の他端部１５ｂ側に当接させ
る方向に、レール機構１２及びスライドピン機構１３に対して作用し、このバネ部材１４
の力により、スライドピン機構１３が自動的にレール機構１２をスライド移動して、係合
部材１６が各レール溝１５の他端部１５ｂにそれぞれ当接して該スライドピン機構１３の
スライド移動が停止し、当該携帯電話機がクローズ状態となる。
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【００５５】
　これにより、ユーザは、オープン状態となっている上筐体１の端部１ａに対して、該上
筐体１をキー操作部３方向に移動させる力を加え、該上筐体１をキー操作部３側に少し移
動させるだけで、後は自動的に上筐体１がキー操作部３方向にスライドして当該携帯電話
機がクローズ状態となる、言わばワンプッシュクローズ機能を実現することができる。
【００５６】
〔上下機構〕
（上下機構の構成）
　次に、「上下機構」は、前述のワンプッシュオープン／クローズ機構と連動することで
、クローズ時には、キー操作部３を下降させて下筐体２内に収納し、オープン時には、上
筐体１との間に段差を形成しない位置まで（＝上筐体１と略々同じ高さまで）、該キー操
作部３を下筐体２内から突出させるようになっている。
【００５７】
　図６に、この上下機構の分解斜視図を示す。なお、この図６は、上下機構の構成を分か
り易くするために、各操作キーの載置面を下側として図示してある。この図６からわかる
ように、上下機構は、各操作キーが載置されるキー載置プレート３１と、このキー載置プ
レート３１の支持フレーム３２とを有している。
【００５８】
　また、この上下機構は、第１の回転接続子３３と、この第１の回転接続子３３と回転自
在に接続される第２の回転接続子３４と、コイルバネ３７とを有している。
【００５９】
　第１の回転接続子３３は、長方形状の１枚の平板部材を略Ｕ字形状に折曲加工すると共
に、下片部３３ｂを、当該第１の回転接続子３３全体で略Ｔ字形状となるように折曲加工
して形成されている。また、上片部３３ａには、上記コイルバネ３７を接続するための切
り欠き部３５が設けられており、下片部３３ｂの一方の面部の両端部近傍には、長手方向
に直交する方向に突出する接続ピン３６ａ，３６ｂが設けられている。
【００６０】
　第２の回転接続子３４は、長方形状の１枚の平板部材の一方の面部の両端部近傍に、長
手方向に直交する方向に形成されたピン孔３４ａ，３４ｂを有している。以下に説明する
が、この各ピン孔３４ａ，３４ｂのうち、ピン孔３４ａは、上記第１の回転接続子３３の
下片部３３ｂに設けられている接続ピン３６ｂと回転自在に接続されるようになっている
。
【００６１】
　コイルバネ３７は、一端部３７ａ及び他端部３７ｂがフック形状を有しており、一端部
３７ａが支持フレーム３２に設けられたバネ止め部３８に引っかけるかたちで設けられ、
他端部３７ｂが第１の回転接続子３３の切り欠き部３５に引っかけるかたちで設けられる
ようになっている。
【００６２】
　このような上下機構を組み立てる場合、まず、支持フレーム３２に設けられた挿入孔３
９に第１の回転接続子３３を挿入し、第１の回転接続子３３の下片部３３ｂに設けられて
いる接続ピン３６ａを、支持フレーム３２に設けられたピン孔３２ａに挿入し、該接続ピ
ン３６ａをかしめることで、第１の回転接続子３３を支持フレーム３２に回転自在に設け
る。
【００６３】
　次に、支持フレーム３２に設けられた第１の回転接続子３３の下片部３３ｂの接続ピン
３６ｂを、第２の回転接続子３４のピン孔３４ａに挿入し、該ピン孔３４ａをかしめるこ
とで、第１の回転接続子３３に対して第２の回転接続子３４を回転自在に接続する。
【００６４】
　次に、第２の回転接続子３４のピン孔３４ｂ、及びキー載置プレート３１のピン孔３１
ａにピン４０を貫通させ、当該ピン４０をかしめることにより、第１，第２の回転接続子
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３３，３４をキー載置プレート３１に回転自在に接続する。
【００６５】
　次に、支持フレーム３２のピン孔３２ｂ、及びキー載置プレート３１のピン孔３１ｂに
ピン４１を貫通させ、また、支持フレーム３２のピン孔３２ｃ、及びキー載置プレート３
１のピン孔３１ｃにピン４２を貫通させ、各ピン４１，４２をかしめることで、支持フレ
ーム３２に対してキー載置プレート３１を上下動可能なように接続する。
【００６６】
　そして、コイルバネ３７の一端部３７ａを、支持フレーム３２に設けられたバネ止め部
３８に引っかけるかたちで接続し、コイルバネ３７の他端部３７ｂを、第１の回転接続子
３３の切り欠き部３５に引っかけるかたちで接続する。これにより、図７（ａ），（ｂ）
に示す上下機構が組み上がることとなる。図７（ａ）は、キー載置プレート３１を下側に
して当該上下機構を見た斜視図であり、図７（ｂ）は、キー載置プレート３１を上側にし
て当該上下機構を見た斜視図である。
【００６７】
（上下機構の動作）
　このような上下機構は、図２，図４及び図５に示すスライドピン機構１３と一体化され
て設けられた回転操作棒３０により、上下動作が機械的に制御されるようになっている。
すなわち、図５（ａ）～図５（ｃ）に示すように、回転操作棒３０は、スライドピン機構
１３のスライド移動に同期して、当該携帯電話機の長手方向に沿ってスライド移動するよ
うになっており、このスライド移動により、上下機構の第１の回転操作子３３を回転操作
して、キー載置プレート３１を上下に移動させるようになっている。
【００６８】
　図８（ａ）に、クローズ時における回転操作棒３０と第１の回転操作子３３の位置関係
と、図８（ｂ）に、オープン時における回転操作棒３０と第１の回転操作子３３の位置関
係を示す。また、図９（ａ）～図９（ｅ）に、オープン状態からクローズ状態にされた際
の、回転操作棒３０と第１の回転操作子３３の位置関係を示す。
【００６９】
（オープン時の動作）
　まず、この上下機構がクローズ状態となっているときには、図５（ａ）を用いて説明し
たように、スライドピン機構１３に設けられた係合部材１６が、レール機構１２の各レー
ル溝１５の他端部１５ｂに当接した状態となっており、回転操作棒３０は、最長に突出し
た状態となる。回転操作棒３０が、最長に突出した状態では、図８（ａ）及び図９（ａ）
に示すように、回転操作棒３０上に第１の回転操作子３３の上片部３３ａが乗り上げ、第
１の回転操作子３３が反キー操作部３側に傾斜した状態となり、第１の回転操作子３３が
第２の回転操作子３４を介してキー載置プレート３１を反キー操作部３側に引っ張ること
で、該キー載置プレート３１を下降制御する。これにより、図１（ａ）の示すようにキー
載置プレート３１が下筐体２内に収納された状態となる。
【００７０】
　次に、上筐体１に対して上述のオープン方向の力を加えると、スライドピン機構１３が
、レール機構１２に沿って、各レール溝１５の一端部１５ａ方向にスライド移動する。こ
のスライドピン機構１３のスライド移動により、回転操作棒３０は、図５（ｂ），図５（
ｃ）に示すように突出長が徐々に短くなり、係合部材１６が、レール機構１２の各レール
溝１５の一端部１５ａに当接した際には、その突出長は最短となる。
【００７１】
　すなわち、上筐体１に対して加えられた上記オープン方向の力により、スライドピン機
構１３がスライド移動すると、このスライドピン機構１３のスライド移動と共に回転操作
棒３０がスライド移動するため、図９（ａ）に示すように回転操作棒３０上に乗り上げて
いた第１の回転操作子３３が、図９（ｂ）に示すように回転操作棒３０上から降りるかた
ちとなる。
【００７２】
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　回転操作棒３０の長さは、オープン方向にスライド移動された上筐体１が、キー操作部
３の上端部３ａを通過するタイミングで、当該回転操作棒３０上に乗り上げていた第１の
回転操作子３３が、該回転操作棒３０上から降りる長さ（図９（ｂ）参照）となっている
。以下に説明するが、回転操作棒３０上に乗り上げていた第１の回転操作子３３が、該回
転操作棒３０上から降りたタイミングからキー載置プレート３１の上昇制御が開始される
。すなわち、上筐体１が、キー操作部３の上端部３ａを通過したタイミングで、キー載置
プレート３１が徐々に上昇することとなる。
【００７３】
　次に、回転操作棒３０が上記スライド方向にさらにスライド移動すると、第１の回転操
作子３３と、支持フレーム３２のバネ止め部３８との間に設けられたコイルバネ３７の張
力により、該第１の回転操作子３３の上片部３３ａが反キー操作部３側に引っ張られ、図
９（ｂ）～図９（ｅ）に示すように、第１の回転操作子３３が、支持フレーム３２との接
続点Ｐを回転軸として、該第１の回転接続子３３の上片部３３ａが回転操作棒３０を追い
かけるかたちで回転する。この第１の回転接続子３３の回転により、当該第１の回転操作
子３３及び第２の回転操作子３４を介して、キー載置プレート３１が徐々に押し上げられ
るかたちで上昇制御される。
【００７４】
　そして、図５（ｃ）に示すように、スライドピン機構１３の係合部材１６が、レール機
構１２の各レール溝１５の一端部１５ａに当接すると、回転操作棒３０のスライド移動も
停止し、回転操作棒３０の突出長は最短となる。回転操作棒３０の突出長が最短となると
、図９（ｅ）に示すように、回転操作棒３０の先端部３３ａで第１の回転操作子３３が支
持され、コイルバネ３７の張力による第１の回転操作子３３の回転が停止する。これによ
り、図８（ｂ）に示すようにキー載置プレート３１が、反キー操作部３側からキー操作部
３側にかけて下りの傾斜を有するかたちで斜めに固定され、当該携帯電話機が図１（ｂ）
に示すようにオープン状態となる。
【００７５】
　当該携帯電話機がオープン状態とされると、前述のようにキー載置プレート３１が、反
キー操作部３側からキー操作部３側にかけて下りの傾斜を有するかたちで斜めに固定され
る。また、図１（ｂ）に示すように上筐体１は、液晶表示部４の略終端部４ａから、上筐
体１の終端部１ｂにかけて、オープン状態とされたキー載置プレート３１の傾斜角度と同
じ傾斜角度の傾斜となるように傾斜加工されている。そして、当該携帯電話機がオープン
状態とした場合におけるキー操作部３の上端部３ａの高さ位置は、上筐体１の終端部１ｂ
と略々同じ高さ位置に固定される。
【００７６】
　これにより、当該携帯電話機をオープン状態とすると、液晶表示部４の略終端部４ａか
らキー操作部３の終端部３ｂにかけて、下りの直線的な傾斜が形成されることとなる。換
言すれば、上筐体１の終端部１ｂとキー操作部３の上端部３ａとの間に、段差を発生させ
ないようになっている。
【００７７】
　当該携帯電話機は、このようにオープン状態とすることでキー操作部３を露出させ、該
キー操作部３に設けられている各キーを押圧操作して所望の文字等の入力操作を行うので
あるが、前述のように上筐体１の終端部１ｂとキー操作部３の上端部３ａとの間に段差を
無くすことができるため、スムーズに上記入力操作を行うことを可能とすることができる
。
【００７８】
　なお、当該携帯電話機のオープン時において、このようにキー載置プレート３１が傾斜
を持って配置されると、キー入力操作時における各キーの押圧力は、図８（ｂ）に矢印で
示すようにキー載置プレート３１に対して略垂直方向に加えられる。これにより、第２の
回転操作子３４が反キー操作部３側に回転し、キー載置プレート３１が多少落ち込むので
あるが、この落ち込みにより、キー載置プレート３１が第１の回転操作子３４に当接し、
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第１の回転操作子３４でキー載置プレート３１を支持するようになる。
【００７９】
　各キーを押圧する際に、「キー載置プレート３１が多少落ち込む」との表現を用いたが
、実際には、この落ち込み量は例えば「０．５ｍｍ」等の微量となっている。このため、
入力操作上、何ら違和感なくキー入力操作を行うことが可能となっている。
【００８０】
（クローズ時の動作）
　次に、オープン状態となっている携帯電話機をクローズ状態とする際には、図９（ｅ）
→図９（ｄ）→図９（ｃ）→図９（ｂ）→図９（ａ）の順に上下機構が動作することで、
キー載置プレート３１を下筐体２内に収納するようになっている。
【００８１】
　具体的には、上筐体１に対して上述のクローズ方向の力を加えると、スライドピン機構
１３が、レール機構１２に沿って、各レール溝１５の一端部１５ｂ方向にスライド移動す
る。このスライドピン機構１３のスライド移動により、回転操作棒３０は、図５（ｃ），
図５（ｂ），図５（ａ）に示すように突出長が徐々に長くなり、係合部材１６が、レール
機構１２の各レール溝１５の他端部１５ｂに当接した際には、その突出長は最長となる。
【００８２】
　すなわち、上筐体１に対して加えられた上記クローズ方向の力により、スライドピン機
構１３がスライド移動すると、このスライドピン機構１３のスライド移動と共に回転操作
棒３０がスライド移動するため、第１の回転操作子３３と、支持フレーム３２のバネ止め
部３８との間に設けられたコイルバネ３７の張力に逆らって、該第１の回転操作子３３の
上片部３３ａをキー操作部３側に押し込んでいく。これにより、図９（ｅ）～図９（ｂ）
に示すように、第１の回転操作子３３が、支持フレーム３２との接続点Ｐを回転軸として
、該第１の回転接続子３３の上片部３３ａが回転操作棒３０の押し込み量に応じて回転し
、図９（ａ）に示すように第１の回転操作子３３が回転操作棒３０上に乗り上げるかたち
となる。第１の回転接続子３３が、このように回転すると、当該第１の回転操作子３３及
び第２の回転操作子３４が各接続点から折り畳まれるかたちとなり、キー載置プレート３
１が徐々に下降制御される。これにより、図１（ａ）及び図８（ａ）に示すようにキー操
作部３が上筐体１で覆われるかたちとなり、キー載置プレート３１が下筐体２内に収納さ
れ、当該携帯電話機がクローズ状態となる。
【００８３】
　また、回転操作棒３０は、オープン時及びクローズ時において、常に第１の回転操作子
３３と当接している。そして、当該クローズ時において上筐体１に対してクローズ方向の
力が加えられたタイミングで、即座に第１の回転操作子３３を回転操作する。このため、
上筐体１に対してクローズ方向の力を加えたと同時に、キー載置プレート３１の下降制御
を開始され、上筐体１の終端部１ｂがキー操作部３の上端部３ａの位置に到達する時には
、下筐体２に対するキー載置プレート３１の収納を略々完了することができる。従って、
このクローズ操作時に、上筐体１の終端部１ｂが、キー操作部３の上端部３ａに当接する
不都合を防止することができ、この当接により当該携帯電話機が破損する不都合を防止す
ることができる。
【００８４】
〔第１の実施の形態の効果〕
　以上の説明から明らかなように、この第１の実施の形態の携帯電話機は、図５（ａ）～
（ｃ）を用いて説明したように、「ワンプッシュオープン／クローズ機構」により、オー
プン時及びクローズ時でバネ部材１４の張力を反転させて用いることで、オープン時には
上筐体１が固定されたスライドピン機構１３に対して反キー操作部３方向にスライドする
力を与え、クローズ時には上筐体１が固定されたスライドピン機構１３に対してキー操作
部３方向にスライドする力を与えるようになっている。
【００８５】
　このため、当該携帯電話機を把持した手の親指や人差し指等により、上筐体１をオープ
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ン方向或いはクローズ方向に少しスライドさせるだけで、上記バネ部材１４の張力により
上筐体１をオープン方向或いはクローズ方向に自動的にスライドさせることができる。従
って、ワンプッシュでオープン状態、或いはクローズ状態となる携帯電話機を提供するこ
とができる。
【００８６】
　また、図５（ａ）～（ｃ）に示すように、レール機構１２やスライドピン機構１３は、
それぞれ下筐体２内に完全に収納されるかたちで設けられる。このため、図１（ａ），図
１（ｂ）に示すようにレール機構１２やスライドピン機構１３が下筐体２の外側に露出す
ることはない。従って、下筐体２の側面部を含め、上筐体１及び下筐体２の表面部全体を
デザインの対象とすることができ、デザインの可能性を広げることができる。
【００８７】
　また、この第１の実施の形態の携帯電話機は、スライドピン機構１３に設けられている
回転操作棒３０により「上下機構」を上昇／下降制御することで、当該携帯電話機のオー
プン時及びクローズ時のスライド操作に連動させて、キー載置プレート３１を上昇／下降
制御することができる。
【００８８】
　従って、当該携帯電話機は、上筐体１をオープン方向或いはクローズ方向に少しスライ
ドさせるだけで、オープン時には、上筐体１が自動的にオープン方向にスライドすると共
に、キー操作部３が下筐体２から自動的に上昇され、クローズ時には、上筐体１が自動的
にクローズ方向にスライドすると共に、キー操作部３が自動的に下降され下筐体２内に収
納される新規な携帯電話機を提供することができる。
【００８９】
　また、この第１の実施の形態の携帯電話機は、上筐体１の終端部１ｂとキー操作部３の
上端部３ａとの間に段差を無くすことができるため（図１（ｂ）参照）、スムーズに入力
操作を行うことを可能とすることができる。
【００９０】

［第２の実施の形態］
　次に、本発明の第２の実施の形態の携帯電話機の説明をする。図１０（ａ）は、この第
２の実施の形態の携帯電話機を閉じている状態（クローズ状態）、図１０（ｂ）はこの携
帯電話機が開いている状態（オープン状態）をそれぞれ示している。
【００９１】
　この第２の実施の形態の携帯電話機も、上述の第１の実施の形態の携帯電話機と同様に
、オープン時には、図１０（ａ）に示すように、上筐体５１を下筐体５２の長手方向に沿
って反キー操作部５３側にスライド操作することで、下筐体５１側に設けられているキー
操作部５３を露出させ、クローズ時には、図１０（ｂ）に示すように、上筐体５１を下筐
体５２の長手方向に沿ってキー操作部５３側にスライド操作することで、下筐体５２側に
設けられているキー操作部５３を収納する、言わばスライド操作型の携帯電話機となって
いる。
【００９２】
　ただ、この第２の実施の形態の携帯電話機の場合、下筐体５２の一方の側面部５２ａに
ロックボタン５４が設けられており、オープン時において、このロックボタン５４を図１
０（ａ）に矢印で示すロック解除方向に操作することで、「ロック／スライド機構」が解
除され当該携帯電話機が自動的にオープン状態となり、また、クローズ時において、上筐
体５１を下筐体５２の長手方向に沿ってキー操作部５３側にスライド操作することで、上
記「ロック／スライド機構」により、下筐体５２に対して上筐体５１がロックされ、当該
携帯電話機がクローズ状態となるようになっている。
【００９３】
　また、キー操作部５３は、「ロック／スライド機構」により、上筐体５１のスライド動
作に連動して上昇制御及び下降制御されるようになっており、クローズ時には、下降制御
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されて下筐体２内に収納され、オープン時には、上筐体５１との間に段差を形成しない位
置まで（＝上筐体５１と略々同じ高さまで）、下筐体５２内から上昇制御されるようにな
っている。
【００９４】
　なお、キー操作部５３上には、いわゆるテンキー，オンフックキー，オフフックキー，
♯キー，＊キー等の操作キーが設けられているのであるが、この図１０（ａ），（ｂ）に
おいては、図面が煩雑となるため、その図示を省略している。また、この携帯電話機の場
合、オープン時及びクローズ時に関わらず、常時露出している液晶表示部５５（ＬＣＤ）
及び副操作部としての回転操作部５６が上筐体５１側に設けられている。
【００９５】
〔ロック／スライド機構〕
　図１１に、前述のロック／スライド機構の分解斜視図を示す。この図１１は、主に、フ
レーム機構６１と、上筐体５１の下半分の筐体６２と、下筐体５２の上半分の筐体６３と
、上記キー操作部５３が載置されるキー載置プレート６４を示した図である。従って、こ
の図１１には、上筐体５１の上半分の筐体、及び下筐体５２の下半分の筐体は、図示され
ていないものと理解されたい。
【００９６】
　この図１１に示すように、フレーム機構６１は、一対のロック／スライドレール７１，
７２を有している。
【００９７】
　一方のロック／スライドレール７１は、上記ロックボタン５４を、図１０（ａ）に示し
たロック方向及びロック解除方向にスライド移動させるための、ロックボタン用レール溝
部７１ａと、キー載置プレート６４を、下筐体５２の長手方向に沿ってスライド移動させ
るための平行レール溝部７１ｂと、キー載置プレート６４を、下筐体５２の下面部と上面
部との間を斜めにスライド移動させるための傾斜レール溝部７１ｃと、上昇制御された状
態でキー載置プレート６４の位置を固定するための、上記平行レール溝部７１ｂに対して
平行に設けられた位置固定用レール溝部７１ｄとを有している。なお、これら各レール溝
部７１ａ～７１ｄは、連続する１本のレール溝部として設けられている。
【００９８】
　また、この一方のロック／スライドレール７１は、ロックボタン５４が解除操作された
際に、上筐体５１をオープン方向にスライド移動させるための張力を発生するコイルバネ
８３の一端部が接続されるフック部７３を有している。
【００９９】
　他方のロック／スライドレール７２は、上記ロックボタン用レール溝部７１ａを有して
おらず、キー載置プレート６４を、下筐体５２の長手方向に沿ってスライド移動させるた
めの平行レール溝部７２ａと、キー載置プレート６４を、下筐体５２の下面部と上面部と
の間を斜めにスライド移動させるための傾斜レール溝部７２ｂと、上昇制御された状態で
キー載置プレート６４の位置を固定するための、上記平行レール溝部７２ａに対して平行
に設けられた位置固定用レール溝部７２ｃとを有している。なお、これら各レール溝部７
２ａ～７２ｃも、連続する１本のレール溝部として設けられている。
【０１００】
　また、この他方のロック／スライドレール７２は、ロックボタン５４が解除操作された
際に、上筐体５１をオープン方向にスライド移動させるための張力を発生するコイルバネ
８４の一端部が接続されるフック部７４を有している。
【０１０１】
　上筐体５１の下半分の筐体６２は、上記フレーム機構６１を収納可能な容量を有してお
り、上記各一対のロック／スライドレール７１，７２を、それぞれ貫通させるための貫通
孔７５，７６を有している。また、この筐体６２は、下筐体５２の上半分の筐体６３に設
けられるダンパー８０のダンパーギヤ８１と係合するギヤ用レール溝部７７と、下筐体５
２の上半分の筐体６３に設けられる係合部材８２と係合するレール溝部７８とを有してい
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る。
【０１０２】
　下筐体５２の上半分の筐体６３は、上記筐体６２ギヤ用レール溝部７７と係合するダン
パーギヤ８１を備えたダンパー８０と、上記筐体６２のレール溝部７８と係合する係合部
材８２と、上記筐体６２の各貫通孔７５，７６を貫通させた上記ロック／スライドレール
７１，７２を貫通させるための貫通孔８５，８６を有している。
【０１０３】
　また、この筐体６３は、キー載置プレート６４の各脚部９１，９２を貫通させるための
貫通孔８７，８８と、上記各貫通孔８５，８６を貫通させたロック／スライドレール７１
，７２の各フック部７３，７４に接続される各コイルバネ８３，８４の各他端部を接続す
るための係止ピン８９，９０とを有している。
【０１０４】
　また、この筐体６３は、係合部材９５，９６、及び連結プレート９７を介して、螺旋９
８を用いて上筐体５１と下筐体５２とを接続した際に、該各係合部材９５，９６と係合し
て、上筐体５１に対して下筐体５２を上記オープン方向及びクローズ方向にスライド移動
可能とする各レール溝部９３，９４を有している。
【０１０５】
　このようなロック／スライド機構を組み立てる場合、まず、上筐体５１の下半分の筐体
６２の各貫通孔７５，７６に対し、フレーム機構６１の各ロック／スライドレール７１，
７２をそれぞれ貫通させて、該フレーム機構６１を筐体６２に収納する。そして、フレー
ム機構６１に設けられている各螺旋孔６１ａ～６１ｆ等を介して、フレーム機構６１を筐
体６２に螺旋止めする。
【０１０６】
　次に、この筐体６２に螺旋止めされたフレーム機構６１の各ロック／スライドレール７
１，７２を、下筐体５２の上半分の筐体６３に設けられている各貫通孔８５，８６に貫通
させると共に、筐体６２のギヤ用レール溝部７７に、筐体６３のダンパー８０のダンパー
ギヤ８１を係合させ、また、筐体６２のレール溝部７８に、筐体６３の係合部材８２を係
合させる。そして、筐体６３の各レール溝部９３，９４に係合部材９５，９６を挿入する
と共に、これら各係合部材９５，９６に対して当該筐体６３の下側から連結プレート９７
をあてがい、螺旋９８を、連結プレート９７及び各係合部材９５，９６を介して上記筐体
６２に設けられている螺旋孔７９ａ，７９ｂに螺合させる。これにより、上筐体５１と下
筐体５２とが、上記オープン方向及びクローズ方向にスライド自在に接続されることとな
る。
【０１０７】
　次に、この状態で、筐体６３の下側に突出しているロック／スライドレール７１に設け
られているフック部７３に、コイルバネ８３の一端部を接続すると共に、下筐体６３に設
けられた係止ピン８９に、該コイルバネ８３の他端部を接続する。同様に、ロック／スラ
イドレール７２に設けられているフック部７４に、コイルバネ８４の一端部を接続すると
共に、下筐体６３に設けられた係止ピン９０に、該コイルバネ８４の他端部を接続する。
これにより、各コイルバネ８３，８４により、上筐体５１及び下筐体５２に対して、当該
携帯電話機を図１０（ｂ）に示すオープン状態とする張力が与えられることとなる。
【０１０８】
　次に、筐体６３の各貫通孔８７，８８に対してキー載置プレート６４の各脚部９１，９
２を貫通させ、この状態で、キー載置プレート６４の各脚部９１，９２と、各ロック／ス
ライドレール７１，７２とを、スライド可能に接続する。図１２に、キー載置プレート６
４の脚部９１と、ロック／スライドレール７１との接続部分を拡大した図を示す。
【０１０９】
　この図１２からわかるように、キー載置プレート６４の脚部９１は、接続ピン１００に
より、キー載置プレート６４が、平行レール溝部７１ｂ，傾斜レール溝部７１ｃ及び位置
固定用レール溝部７１ｄに沿ってスライド移動可能なように、ロック／スライドレール７
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１に接続される。
【０１１０】
　図示はしていないが、キー載置プレート６４の脚部９２も同様であり、接続ピンにより
、キー載置プレート６４が、平行レール溝部７２ａ，傾斜レール溝部７２ｂ及び位置固定
用レール溝部７２ｃに沿ってスライド移動可能なように、ロック／スライドレール７２に
接続される。
【０１１１】
　次に、ロックボタン５４を、図１０（ａ），（ｂ）に示す下筐体５２の下半分の筐体１
０１に設けられているボタン設置用孔１０２を介して、図１２に示すように該ロックボタ
ン５４の係止ピン１０３をロック／スライドレール７１のロックボタン用レール溝部７１
ａ（或いは平行レール溝部７１ｂ）に挿入するかたちで上記筐体１０１に設ける。これに
より、このロック／スライド機構が組み上がることとなる。
【０１１２】
〔ロック／スライド機構の動作〕
　次に、このようなロック／スライド機構のオープン時及びクローズ時における動作を説
明する。
【０１１３】
（オープン時の動作）
　まず、当該第２の実施の形態の携帯電話機がクローズ状態となっている場合、図１０（
ａ）に示すように上筐体５１と下筐体５２とが、上下に略々重なった状態となっている。
この場合、上記下筐体５２の上半分の筐体６３、及び各ロック／スライドレール７１，７
２を連結するかたちで設けられた各コイルバネ８３，８４は伸張した状態となり、また、
下筐体５２の下半分の筐体１０１に設けられたロックボタン５４の係止ピン１０３が、図
１２に示すようにロック／スライドレール７１のロックボタン用レール溝部７１ａに引っ
かかり、各コイルバネ８３，８４が縮もうとする力を抑止し、フレーム機構６１がオープ
ン方向にスライドするのを停止させている状態となる。
【０１１４】
　すなわち、ロックボタン５４は、図１２に示すように下筐体５２の長手方向に対して直
交する方向に湾曲する一対の伸縮アーム５４ａを有しており、下筐体５２の下半分の筐体
１０１に設けられた際には、この伸縮アーム５４ａが伸張しようとする力により、ロック
ボタン５４を押し上げるようになっている。
【０１１５】
　ロック／スライドレール７１のロックボタン用レール溝部７１ａ及び平行レール溝部７
１ｂは、このロックボタン５４の係止ピン１０３に沿ってスライドするのであるが、当該
携帯電話機をクローズ状態とした際に、ロック／スライドレール７１のロックボタン用レ
ール溝部７１ａが、ロックボタン５４の係止ピン１０３の位置までスライドされると、伸
縮アーム５４ａが伸張しようとする力により、ロックボタン５４が押し上げられ、係止ピ
ン１０３がロックボタン用レール溝部７１ａに進入する。
【０１１６】
　これにより、前述のようにロックボタン５４の係止ピン１０３がロックボタン用レール
溝部７１ａに引っかかり、各コイルバネ８３，８４が縮もうとする力を抑止し、フレーム
機構６１がオープン方向にスライドするのを停止させる。
【０１１７】
　次に、このようなクローズ状態から当該携帯電話機をオープン状態とする場合、ユーザ
は、図１２に示す「ロック解除方向」にロックボタン５４を押し下げ操作する。この押し
下げ操作がなされると、ロックボタン５４の各伸縮アーム５４ａは、図１３に示すように
下筐体５２の下半分の筐体１０１の底面部との間で圧縮される。そして、このロックボタ
ン５４の各伸縮アーム５４ａが圧縮されることで、係止ピン１０３の位置が、ロック／ス
ライドレール７１の平行レール溝部７１ｂの位置まで下降する。
【０１１８】
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　前述のように、クローズ時においては、ロックボタン５４の係止ピン１０３がロックボ
タン用レール溝部７１ａに引っかかることで、各コイルバネ８３，８４が縮もうとする力
を抑止しているのであるが、係止ピン１０３の位置が、ロック／スライドレール７１の平
行レール溝部７１ｂの位置まで下降すると、係止ピン１０３によるロックが解除され、各
コイルバネ８３，８４が縮もうとする力が働き、係止ピン１０３により平行レール溝部７
１ｂがトレースされるかたちで、上筐体５１がオープン方向にスライド移動する。これに
より、上筐体５１が、下筐体５２に対して長手方向の長さの略半分程度スライド移動され
、当該携帯電話機が図１０（ｂ）に示すようにオープン状態となる。
【０１１９】
　これにより、ユーザは、クローズ状態となっている当該携帯電話機のロックボタン５４
を、親指等でロック解除方向に移動させるだけで、後は自動的に上筐体５１が反キー操作
部５３方向にスライドして当該携帯電話機がオープン状態となる、言わばワンプッシュオ
ープン機能を実現することができる。
【０１２０】
　一方、上筐体５１がオープン方向にスライド移動すると、キー載置プレート６４の脚部
９１が、ロック／スライドレール７１の平行レール溝部７１ｂ→傾斜レール溝部７１ｃ→
位置固定用レール溝部７１ｄの順にスライド移動する。同様に、キー載置プレート６４の
脚部９２も、上記脚部９１のスライド移動に同期して、ロック／スライドレール７２の平
行レール溝部７２ａ→傾斜レール溝部７２ｂ→位置固定用レール溝部７２ｃの順にスライ
ド移動する。
【０１２１】
　これにより、キー載置プレート６４は、傾斜レール溝部７１ｃ，７２ｂにより、図１０
（ｂ）に示す上筐体５１側の端部５３ａが持ち上げられ、位置固定用レール溝部７１ｄ，
７２ｃにより、端部５３ａが、上筐体５１のキー操作部５３側の端部５１ａと略々同じ高
さとなる位置で固定される。これにより、上述の第１の実施の形態の携帯電話機と同様に
、上筐体５１の端部５３ａとキー操作部５３の端部５３ａとの間に段差を無くすことがで
きるため、スムーズに入力操作を行うことを可能とすることができる。
【０１２２】
　なお、各平行レール溝部７１ｂ，７２ａの長さは、オープン方向にスライド移動する上
筐体５１側の端部５３ａが、キー操作部５３の端部５３ａを通過する際に、キー載置プレ
ート６４の各脚部９１，９２に設けられた接続ピン１００を、各傾斜レール溝部７１ｃ，
７２ｂに到達させる長さとなっている。このため、オープン方向にスライド移動する上筐
体５１側の端部５３ａが、キー操作部５３の端部５３ａを通過したタイミングで、キー載
置プレート６４が徐々に上昇制御されることとなる。
【０１２３】
　また、この第２の実施の形態の携帯電話機の場合、オープン状態となると、キー載置プ
レート６４の各脚部９１，９２を、ロック／スライドレール７１の位置固定用レール溝部
７１ｄ，７２ｃで支持するようになっている。このため、キー操作時の押圧力に対する十
分な耐久性を持って、キー載置プレート６４を支持することができる。
【０１２４】
（ダンパーによる減速制御）
　ここで、当該第２の実施の形態の携帯電話機は、上記各コイルバネ８３，８４を伸張さ
せてクローズ状態とし、ロックボタン５４を操作してロックを解除することで、各コイル
バネ８３，８４が縮もうとする力を利用して上筐体５２をスライドさせて自動的にオープ
ン状態とするようになっている。このため、ロックボタン５４でロックが解除された際に
、各コイルバネ８３，８４が縮もうとする力により、上筐体５２が勢いよくスライドする
。このままでも何ら問題はないのであるが、当該第２の実施の形態の携帯電話機の場合、
この上筐体５２のスライド速度をダンパー８０で適度に減速するようになっている。
【０１２５】
　具体的には、この携帯電話機の場合、図１４に示すように上筐体５１の下半分の筐体６
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２に設けられたギヤ用レール溝部７７と、下筐体５２の上半分の筐体６３に設けられたダ
ンパー８０のダンパーギヤ８１が係合している。
【０１２６】
　ロックボタン５４でロックが解除され、各コイルバネ８３，８４が縮もうとする力によ
り、図１５に示すように上筐体５２がオープン方向にスライドすると、この上筐体５２の
スライドに同期してギヤ用レール溝部７７がスライドし、ダンパー８０のダンパーギヤ８
１を回転させる。一例ではあるが、このダンパー８０（＝減速部材）は、いわゆる油圧式
のダンパーとなっており、ダンパーギヤ８１が回転すると、この回転速度を適度に減速す
る。これにより、ロックボタン５４でロックが解除された際に、各コイルバネ８３，８４
が縮もうとする力を適度に抑えて、上筐体５２をゆっくりとスライドさせることができる
。このため、オープン時における上筐体５１のスライド動作を見た目に余裕のある動作と
することができ、当該携帯電話機を高級感のあるものとすることができる。
【０１２７】
（クローズ時の動作）
　次に、当該第２の実施の形態の携帯電話機をクローズ状態とする場合、ユーザは、図１
０（ｂ）に示すオープン状態となっている当該携帯電話機の上筐体５１の反キー操作部５
３側の端部５１ｂに例えば人差し指等をあてがい、該上筐体５１をクローズ方向にスライ
ド操作する。前述のように、当該携帯電話機のオープン時には、各コイルバネ８３，８４
が縮もうとする力が働くため、このクローズ時には、各コイルバネ８３，８４を伸張させ
るように上筐体５１に対して力を加えて、該上筐体５１をクローズ方向にスライド操作す
ることとなる。
【０１２８】
　このクローズ方向にスライド操作がなされると、図１３に示すようにロック／スライド
レール７１のロックボタン用レール溝部７１ａ及び平行レール溝部７１ｂは、ロックボタ
ン５４の係止ピン１０３に沿ってスライドするのであるが、ロック／スライドレール７１
のロックボタン用レール溝部７１ａが、ロックボタン５４の係止ピン１０３の位置までス
ライドされると、ロックボタン５４の伸縮アーム５４ａが伸張しようとする力により、図
１２に示す「ロック方向」にロックボタン５４が押し上げられ、係止ピン１０３がロック
ボタン用レール溝部７１ａに進入する。
【０１２９】
　これにより、ロックボタン５４の係止ピン１０３がロックボタン用レール溝部７１ａに
引っかかり、各コイルバネ８３，８４が縮もうとする力を抑止し、フレーム機構６１がオ
ープン方向にスライドするのを停止させ、当該携帯電話機がクローズ状態となる。
【０１３０】
　一方、上筐体５１をクローズ方向にスライド移動させると、キー載置プレート６４の脚
部９１が、ロック／スライドレール７１の位置固定用レール溝部７１ｄ→傾斜レール溝部
７１ｃ→平行レール溝部７１ｂの順にスライド移動する。同様に、キー載置プレート６４
の脚部９２も、上記脚部９１のスライド移動に同期して、ロック／スライドレール７２の
位置固定用レール溝部７２ｃ→傾斜レール溝部７２ｂ→平行レール溝部７２ａの順にスラ
イド移動する。
【０１３１】
　これにより、キー載置プレート６４は、各脚部９１，９２が各傾斜レール溝部７１ｃ，
７２ｂを下るかたちでスライド移動することで、図１０（ｂ）に示す上筐体５１のキー操
作部５３側の端部５１ａと略々同じ高さから徐々に下降制御され、各脚部９１，９２が各
平行レール溝部７１ｂ，７２ａの位置まで下降制御された際に、図１０（ａ）に示すよう
に下筐体５２内に収納される。これにより、オープン時に自動的に上昇制御したキー載置
プレート６４を、クローズ時には、下筐体５２内に自動的に収納することができる。
【０１３２】
　また、各ロック／スライドレール７１，７２の各位置固定用レール溝部７１ｄ，７２ｃ
の長さは、キー載置プレート６４の各脚部９１，９２に設けられた接続ピン１００を支持
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する程度の長さとなっている。そして、この接続ピン１００は、ユーザにより上記クロー
ズ方向の力が加えられると、この各位置固定用レール溝部７１ｄ，７２ｃから、殆ど時間
差無く外れ、各傾斜レール溝部７１ｃ，７２ｂに沿って移動する。このため、ユーザによ
り上記クローズ方向の力が加えられると、殆ど時間差無く、キー載置プレート６４の下降
が開始され、上筐体５１の端部５１ａが、キー操作部５３の端部５３の位置に到達する時
には、該キー操作部５３は、下筐体５２内に略々収納された状態となる。従って、このク
ローズ操作時に、上筐体５１の端部５１ａが、キー操作部５３の端部５３に当接する不都
合を防止することができ、この当接により当該携帯電話機が破損する不都合を防止するこ
とができる。
【０１３３】
［第２の実施の形態の効果］
　以上の説明から明らかなように、この第２の実施の形態の携帯電話機は、上筐体５１に
収納されるフレーム機構６１と下筐体５２とを、各コイルバネ８３，８４を介して連結し
、下筐体５２に設けられたロックボタン５４の係止ピン１０３を、フレーム機構６１のロ
ック／スライドレール７１のロックボタン用レール溝部７１ａに引っかけ、各コイルバネ
８３，８４を伸張させた状態で当該携帯電話機をクローズ状態とする。そして、オープン
時には、ロックボタン５４を操作して、ロックボタン用レール溝部７１ａに引っかかって
いる係止ピン１０３を、該ロック／スライドレール７１の平行レール溝部７１ｂ側に移動
操作することでロックを解除する。これにより、各コイルバネ８３，８４が縮もうとする
力を利用して上筐体５２をスライドさせて自動的にオープン状態とすることができる。従
って、言わばワンタッチオープンを可能とすることができる。
【０１３４】
　また、このワンタッチオープン動作により、上筐体５１がオープン方向にスライド移動
する際に、ダンパー８０により、各コイルバネ８３，８４が縮もうとする力を適度に抑え
て、上筐体５２をゆっくりとスライドさせることができる。このため、オープン時におけ
る上筐体５１のスライド動作を見た目に余裕のある動作とすることができ、当該携帯電話
機を高級感のあるものとすることができる。
【０１３５】
　また、図１１に示すように「ロック／スライド機構」は、上筐体５１内及び下筐体５２
内に完全に収納されるかたちで設けられる。このため、図１０（ａ），図１０（ｂ）に示
すようにフレーム機構６１やダンパー８０等が、各筐体５１，５２の外側に露出すること
はない。従って、上記ロックボタン５４が設けられる箇所を除き、上筐体１及び下筐体２
の表面部全体をデザインの対象とすることができ、デザインの可能性を広げることができ
る。
【０１３６】
　また、この第２の実施の形態の携帯電話機は、フレーム機構６１の各ロック／スライド
レール７１，７２に設けられている傾斜レール溝部７１ｃ，傾斜レール溝部７２ｂにより
、当該携帯電話機のオープン時及びクローズ時の上筐体５１のスライド移動に連動させて
、キー載置プレート６４を上昇／下降制御することができる。
【０１３７】
　従って、当該携帯電話機は、オープン時には、上筐体５１が自動的にオープン方向にス
ライドすると共に、キー操作部５３が下筐体５２から自動的に上昇され、クローズ時に上
筐体５１をクローズ方向にスライド操作すると、キー操作部５３が自動的に下降され下筐
体５２内に収納される新規な携帯電話機を提供することができる。
【０１３８】
　また、この第２の実施の形態の携帯電話機は、オープン時において、上筐体５１のキー
操作部３側の端部５１ａとキー操作部３の端部５３ａとの間に段差を無くすことができる
ため（図１０（ｂ）参照）、スムーズに入力操作を行うことを可能とすることができる。
【０１３９】
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［変形例］
　上述の各実施の形態の説明では、本発明を携帯電話機に適用することとしたが、これは
、ＰＨＳ電話機（Personal Handyphone System），ＰＤＡ装置（Personal Digital Assis
tant），ノート型のパーソナルコンピュータ装置，電子辞書装置等の他の携帯端末装置に
適用してもよい。
【０１４０】
　最後に、上述の各実施の形態は本発明の一例である。このため、本発明は、上述の各実
施の形態に限定されることはなく、該各実施の形態以外であっても、本発明に係る技術的
思想を逸脱しない範囲であれば、設計等に応じて種々の変更が可能であることは勿論であ
ることを付け加えておく。
【図面の簡単な説明】
【０１４１】
【図１】本発明を適用した第１の実施の形態となる携帯電話機のクローズ時及びオープン
時の外観を示す斜視図である。
【図２】第１の実施の形態の携帯電話機のワンプッシュオープン／クローズ機構の分解斜
視図である。
【図３】第１の実施の形態の携帯電話機のワンプッシュオープン／クローズ機構に設けら
れている係合部材の斜視図である。
【図４】第１の実施の形態の携帯電話機のワンプッシュオープン／クローズ機構の要部の
斜視図である。
【図５】第１の実施の形態の携帯電話機のワンプッシュオープン／クローズ機構の要部の
動作を説明するための斜視図である。
【図６】第１の実施の形態の携帯電話機に設けられている上下機構の分解斜視図である。
【図７】第１の実施の形態の携帯電話機に設けられている上下機構の斜視図である。
【図８】第１の実施の形態の携帯電話機に設けられている上下機構のクローズ時及びオー
プン時の動作を説明するための図である。
【図９】第１の実施の形態の携帯電話機に設けられている上下機構のクローズ時及びオー
プン時における動作の流れを説明するための図である。
【図１０】本発明を適用した第２の実施の形態となる携帯電話機のクローズ時及びオープ
ン時の外観を示す斜視図である。
【図１１】第２の実施の形態の携帯電話機のロック／スライド機構の分解斜視図である。
【図１２】第２の実施の形態の携帯電話機のクローズ時におけるロック／スライド機構の
要部を拡大した図である。
【図１３】第２の実施の形態の携帯電話機のオープン時におけるロック／スライド機構の
要部を拡大した図である。
【図１４】第２の実施の形態の携帯電話機のクローズ時におけるロック／スライド機構上
のダンパーを示す図である。
【図１５】第２の実施の形態の携帯電話機のオープン時におけるロック／スライド機構上
のダンパーを示す図である。
【符号の説明】
【０１４２】
　１　上筐体、２　下筐体、３　キー操作部、４　液晶表示部（ＬＣＤ）、５　回転操作
部、１０　ワンプッシュオープン／クローズ機構、１１　上筐体プレート、１２　レール
機構、１３　スライドピン機構、１４　バネ部材、１５　レール溝、１６　係合部材、１
８　スライドピン、１９　係止ピン、２０　係止ピン、２１　螺旋、２２　嵌込孔、２３
　螺旋孔、３０　回転操作棒、３１　キー載置プレート、３２　支持フレーム、３３　第
１の回転接続子、３４　第２の回転接続子、３５　切り欠き部、３７　コイルバネ、３８
　バネ止め部、３９　挿入孔、５１　上筐体、５２　下筐体、５３　キー操作部、５４　
ロックボタン、５５　液晶表示部（ＬＣＤ）、５６　回転操作部、６１　フレーム機構、
６２　筐体、６３　筐体、６４　キー載置プレート、７１　ロック／スライドレール、７
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１ａ　ロックボタン用レール溝部、７１ｂ　平行レール溝部、７１ｃ　傾斜レール溝部、
７１ｄ　位置固定用レール溝部、７２　ロック／スライドレール、７２ａ　平行レール溝
部、７２ｂ　傾斜レール溝部、７２ｃ　位置固定用レール溝部、７３　フック部、７４　
フック部、７５　貫通孔、７６　貫通孔、７７　ギヤ用レール溝部、７８　レール溝部、
８０　ダンパー、８１　ダンパーギヤ、８２　係合部材、８３　コイルバネ、８４　コイ
ルバネ、８５　貫通孔、８６　貫通孔、８７　貫通孔、８８　貫通孔、８９　係止ピン、
９０　係止ピン、９１　キー載置プレートの脚部、９２　キー載置プレートの脚部、９３
　レール溝部、９４　レール溝部、９５　係合部材、９６　係合部材、９７　連結プレー
ト、９８　螺旋、１００　接続ピン

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１４】
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